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こ
の
条
約
の
締
約
国
は
、
自
国
の
保
有
す
る
情
報
と

矛
盾
す
る
と
認
め
ら
れ
る
情
報
を
他
の
締
約
国
か
ら
受

領
し
た
場
合
に
は
、
当
該
情
報
を
提
供
し
た
当
該
他
の

締
約
国
に
そ
の
旨
を
通
知
す
る
。（
第
一
〇
条
関
係
）

７

被
要
請
国
は
、
要
請
国
の
要
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、

原
則
と
し
て
、
要
請
国
に
お
い
て
執
行
を
許
可
す
る
文

書
の
対
象
と
な
る
租
税
債
権
で
あ
っ
て
、
争
わ
れ
て
い

な
い
も
の
に
つ
い
て
の
み
、
条
約
第
一
四
条
（
期
間
制

限
）
及
び
第
一
五
条
（
優
先
権
）
の
規
定
に
従
い
、
自

国
（
被
要
請
国
）
の
租
税
債
権
を
徴
収
す
る
場
合
と
同

様
に
徴
収
す
る
た
め
、
必
要
な
措
置
を
と
る
。た
だ
し
、

被
要
請
国
は
、
要
請
国
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

租
税
債
権
に
つ
い
て
争
わ
れ
て
い
る
と
き
又
は
要
請
国

に
お
い
て
執
行
を
許
可
す
る
文
書
の
対
象
と
な
っ
て
い

な
い
と
き
で
あ
っ
て
も
、
要
請
国
の
一
定
の
額
の
租
税

の
徴
収
の
た
め
に
保
全
の
措
置
を
と
る
。
ま
た
、
徴
収

に
お
け
る
支
援
の
要
請
の
際
に
は
、
租
税
債
権
が
こ
の

条
約
の
対
象
と
な
る
租
税
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
旨
の

宣
言
等
を
添
付
す
る
。（
第
一
一
条
〜
第
一
三
条
関
係
）

８

租
税
債
権
に
係
る
期
間
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
超
え
て

当
該
租
税
債
権
を
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
に

関
す
る
問
題
は
、
要
請
国
の
法
令
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ

る
も
の
と
し
、
徴
収
に
お
け
る
支
援
の
要
請
に
従
い
被

要
請
国
が
と
っ
た
徴
収
の
た
め
の
措
置
で
あ
っ
て
、
被

要
請
国
の
法
令
に
よ
れ
ば
当
該
期
間
に
つ
い
て
停
止
又

は
中
断
の
効
果
を
有
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
は
、
要
請

国
の
法
令
の
下
に
お
い
て
も
同
様
の
効
果
を
有
す
る
。

（
第
一
四
条
関
係
）

９

徴
収
に
お
け
る
支
援
の
対
象
と
な
る
租
税
債
権
は
、

被
要
請
国
に
お
い
て
被
要
請
国
の
租
税
債
権
に
特
別
に

与
え
ら
れ
る
い
か
な
る
優
先
権
も
有
し
な
い
。（
第
一
五

条
関
係
）

10

被
要
請
国
は
、
自
国
の
法
令
又
は
行
政
上
の
慣
行
が

同
様
の
状
況
に
お
い
て
納
付
の
繰
延
べ
又
は
分
割
納
付

を
認
め
る
場
合
に
は
、
納
付
の
繰
延
べ
又
は
分
割
納
付

を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。（
第
一
六
条
関
係
）

11

被
要
請
国
は
、
要
請
国
の
要
請
が
あ
っ
た
と
き
は
、

要
請
国
か
ら
発
出
さ
れ
る
文
書
で
あ
っ
て
、
こ
の
条
約

の
対
象
と
な
る
租
税
に
関
す
る
も
の
を
名
宛
人
に
送
達

す
る
。（
第
一
七
条
関
係
）

12

要
請
国
は
、
支
援
の
要
請
に
当
た
り
、
要
請
の
対
象

と
な
る
者
を
特
定
す
る
こ
と
に
資
す
る
名
称
等
の
事
項

を
明
示
す
る
。（
第
一
八
条
関
係
）

13

被
要
請
国
は
、
要
請
国
が
自
国
に
お
い
て
利
用
可
能

な
全
て
の
手
段
を
と
っ
て
い
な
い
場
合
に
は
、
そ
の
要

請
に
応
ず
る
義
務
を
負
わ
な
い
。
被
要
請
国
は
、
支
援

の
要
請
に
応
じ
た
場
合
に
は
、
要
請
国
に
対
し
、
と
っ

た
措
置
及
び
当
該
支
援
の
結
果
を
で
き
る
限
り
速
や
か

に
通
報
す
る
。（
第
一
九
条
及
び
第
二
〇
条
関
係
）

14

こ
の
条
約
の
い
か
な
る
規
定
も
、
対
象
と
な
る
者
に

対
し
被
要
請
国
の
法
令
又
は
行
政
上
の
慣
行
に
よ
っ
て

保
障
さ
れ
る
権
利
及
び
保
護
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で

は
な
い
。
ま
た
、
被
要
請
国
は
、
自
国
又
は
要
請
国
の

法
令
又
は
行
政
上
の
慣
行
に
抵
触
す
る
措
置
を
と
る
こ

と
、
自
国
又
は
要
請
国
の
法
令
又
は
行
政
上
の
慣
行
の

下
に
お
い
て
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
情
報
を
提
供

す
る
こ
と
等
の
義
務
を
課
さ
れ
な
い
。（
第
二
一
条
関

係
）

15

こ
の
条
約
の
規
定
に
基
づ
き
締
約
国
が
入
手
し
た
情

報
は
、
秘
密
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
、
租
税
の
賦
課
又
は

徴
収
等
に
関
与
す
る
者
又
は
当
局
に
対
し
て
の
み
開
示

さ
れ
る
。
ま
た
、
当
該
情
報
を
公
開
の
法
廷
に
お
け
る

審
理
又
は
司
法
上
の
決
定
に
お
い
て
開
示
す
る
た
め
に

は
、
情
報
を
提
供
し
た
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
の

事
前
の
許
可
を
条
件
と
す
る
。（
第
二
二
条
関
係
）

16

こ
の
条
約
に
基
づ
き
被
要
請
国
が
と
っ
た
措
置
に
つ

い
て
の
争
訟
の
手
続
は
、
被
要
請
国
の
適
当
な
機
関
に

の
み
提
起
す
る
。
特
に
、
租
税
債
権
の
存
在
若
し
く
は

額
又
は
そ
の
執
行
を
許
可
す
る
文
書
に
関
し
て
と
ら
れ

た
措
置
に
つ
い
て
の
争
訟
の
手
続
は
、
要
請
国
の
適
当

な
機
関
に
の
み
提
起
す
る
。（
第
二
三
条
関
係
）

17

締
約
国
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
権
限
の
あ
る
当
局
を
通
じ
、

相
互
に
通
信
す
る
。
こ
の
条
約
の
実
施
又
は
解
釈
に
関

し
二
以
上
の
締
約
国
間
で
困
難
又
は
疑
義
が
生
じ
た
場

合
に
は
、
こ
れ
ら
の
締
約
国
の
権
限
の
あ
る
当
局
は
、

合
意
に
よ
り
当
該
困
難
又
は
疑
義
を
解
決
す
る
よ
う
努

め
る
。（
第
二
四
条
関
係
）

18

支
援
の
要
請
等
に
使
用
す
る
言
語
及
び
支
援
を
行
う

に
当
た
り
生
じ
た
費
用
の
負
担
に
つ
い
て
定
め
て
い

る
。（
第
二
五
条
及
び
第
二
六
条
関
係
）

19

こ
の
条
約
と
他
の
国
際
協
定
等
と
の
関
係
、
こ
の
条

約
の
締
結
の
方
法
及
び
効
力
発
生
の
時
期
、
こ
の
条
約

の
適
用
領
域
の
拡
大
等
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。（
第
二

七
条
〜
第
二
九
条
関
係
）

20

一
定
の
条
件
の
下
で
、
一
部
の
租
税
に
つ
い
て
い
か

な
る
形
態
の
支
援
も
行
わ
な
い
権
利
、
一
部
又
は
全
部

の
租
税
に
つ
い
て
徴
収
共
助
又
は
送
達
共
助
を
行
わ
な

い
権
利
等
を
留
保
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
宣
言
す
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。（
第
三
〇
条
関

係
）

21

こ
の
条
約
の
廃
棄
の
方
法
及
び
寄
託
者
の
任
務
に
つ

い
て
定
め
て
い
る
。（
第
三
一
条
及
び
第
三
二
条
関
係
）

G
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G
G
G
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G
G
G
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４

現
行
条
約
第
二
二
条
１
及
び
２
を
改
め
、
改
正
後
の

条
約
に
基
づ
き
締
約
国
が
入
手
し
た
情
報
は
、
秘
密
と

し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
及
び
入
手
し
た
情
報
が
締
約

国
の
租
税
の
賦
課
又
は
徴
収
等
の
目
的
の
た
め
の
み
に

使
用
さ
れ
る
こ
と
を
規
定
す
る
。
さ
ら
に
、
入
手
し
た

情
報
は
、
公
開
の
法
廷
に
お
け
る
審
理
又
は
司
法
上
の

決
定
に
お
い
て
開
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
規
定

す
る
。（
第
六
条
関
係
）

５

現
行
条
約
第
二
八
条
を
改
め
、
こ
の
議
定
書
が
効
力

を
生
じ
た
後
に
改
正
後
の
条
約
の
締
約
国
と
な
る
欧
州

評
議
会
の
加
盟
国
又
は
経
済
協
力
開
発
機
構
の
加
盟
国

は
、
書
面
に
よ
り
別
段
の
意
思
を
表
明
し
な
い
限
り
、

改
正
後
の
条
約
の
締
約
国
と
な
る
こ
と
を
規
定
す
る
。

ま
た
、
こ
の
議
定
書
が
効
力
を
生
じ
た
後
に
、
欧
州
評

議
会
又
は
経
済
協
力
開
発
機
構
の
加
盟
国
以
外
の
国

は
、
改
正
後
の
条
約
に
署
名
し
、
及
び
批
准
す
る
た
め

招
請
さ
れ
る
こ
と
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
等

を
規
定
す
る
。（
第
八
条
関
係
）

６

こ
の
議
定
書
の
締
結
の
方
法
及
び
効
力
発
生
の
時
期

等
を
規
定
し
て
い
る
。（
第
九
条
関
係
）

¶
¶
¸
¹
º
»
¼
¶
¶

◇
租
税
に
関
す
る
相
互
行
政
支
援
に
関
す
る
条
約
を
改
正

す
る
議
定
書
（
条
約
第
五
号
）（
外
務
省
）

こ
の
議
定
書
は
、
租
税
に
関
す
る
相
互
行
政
支
援
に
関

す
る
条
約
の
規
定
を
改
正
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
そ

の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１

現
行
条
約
第
四
条
を
改
め
、
改
正
後
の
条
約
の
対
象

と
な
る
租
税
に
関
す
る
締
約
国
の
法
令
の
運
用
又
は
執

行
に
関
連
す
る
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
交
換
す
る
こ
と
に
つ

い
て
規
定
し
て
い
る
。（
第
二
条
関
係
）

２

現
行
条
約
第
一
九
条
を
削
除
す
る
。（
第
四
条
関
係
）

３

現
行
条
約
第
二
一
条
を
改
め
、
被
要
請
国
は
、
要
請

国
が
自
国
の
法
令
又
は
行
政
上
の
慣
行
の
下
で
と
る
こ

と
が
で
き
る
全
て
の
合
理
的
な
措
置
を
と
っ
て
い
な
い

場
合
に
行
政
支
援
を
行
う
こ
と
、
要
請
国
が
得
る
利
益

に
比
し
て
被
要
請
国
の
行
政
上
の
負
担
が
明
ら
か
に
不

均
衡
で
あ
る
場
合
に
徴
収
共
助
を
行
う
こ
と
等
の
義
務

を
課
さ
れ
な
い
こ
と
を
規
定
す
る
。
ま
た
、
被
要
請
国

は
、
要
請
国
が
情
報
の
提
供
を
要
請
す
る
場
合
に
は
、

自
己
の
課
税
目
的
の
た
め
に
必
要
で
な
い
と
き
で
あ
っ

て
も
、
当
該
情
報
を
入
手
す
る
た
め
に
必
要
な
手
段
を

講
ず
る
こ
と
及
び
提
供
を
要
請
さ
れ
た
情
報
が
銀
行
そ

の
他
の
金
融
機
関
等
が
有
す
る
情
報
で
あ
る
こ
と
の
み

を
理
由
と
し
て
提
供
を
拒
否
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ

と
を
規
定
す
る
。（
第
五
条
関
係
）
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